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復職者（労働災害･私傷病）に対する体力機能の回復支援体制の構築 
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改善・取組

みの背景と

課題 

労働災害被災者や私傷病による長期休業者については，体力機能の低下など下

記のような問題を抱えていることが予想されるが，対策を実施している企業は少ない． 

１． 医療機関において復職可と診断されても業務に必要な体力機能が回復していない

場合がある． 

２． 不十分な体力で復職をすることにより，災害の再発や病状の悪化も予想される． 

３． 復職時に十分な体力機能が回復したかどうかを定量的に評価する基準がない． 

改善・取組

みの着眼点 

このような点から，復職時に対象者の健康と安全を考慮した対策が必要と考えた． 

１． 当事業所で，安全に働くために必要な労働能力の客観的指標として実施している 

「安全体力機能テスト（以下本テスト）」を，復職者の体力判断に利用する． 

２．本テスト結果等により，体力機能の回復が不十分と考えられる事例に対しては業務

に必要な体力まで回復できるように運動指導を行い，サポートする． 

改善・取組

みの概要 

2008 年から，上記取り組みを実施し，効果を確認したので 2010 年より，復職面談

の対象者全員に本テストを行い，必要により体力機能の回復のための運動指導を行な

う体制を整えた． 

●2010 年からの体制 

１． 産業医による復職面談時（休職１ケ月以上対象）に本テストを実施，現状の体力と

作業形態，回復状態を把握した上で就業配慮を行う． 

２． 体力機能の回復が十分でなく就業配慮が必要と判断される場合は，産業医の指

示により運動指導を受けることができ，回復を確認してから再度面談を実施する． 

３． 労働災害被災者は就業中，私傷病による休業者は就業後に運動指導を受ける． 

４． 休職中でも本人の希望があれば，産業医が主治医に連絡を取り主治医の許可が

得られれば運動指導を受けることができる， 

●運動指導の具体的留意点 

１． 復職のための体力目標は当事業所で安全域とされる評価 3 以上を目標とする． 

２． 体重，体脂肪の増減や筋肉の萎縮，関節可動域の制限，重心動揺の不安定性

など，作業上必要な他の要素についても考慮する． 

３． 所属部署との連絡を密にし，運動意欲を低下させないように十分配慮する． 

 

【安全体力機能テスト】当事業所の作業形態を考慮し，転倒や腰痛リスク，ハンド

リング能力，危険回避能力で構成した 8 項目からなるテストを開発．2004 年より 

健診時に 5,000 名の従業員全員に実施している．結果は 5 段階で評価し，「評価

3 以上」は当事業所で必要な体力機能を保持する安全域，「評価 2」は要注意域

として体力低下を予防するための運動指導を実施，「評価１」は危険域として運動

指導と再測定を行い，不合格者には産業医面談を行う．      



写真・図表・ 

イラスト 

 

効  果 

１． これまで復職時に本テストを実施した 14 名は，休職以前と比べ 8 項目中平均 4

項目のテストで評価が低下していた．本人及び上司とも現状の体力機能を把握す

ることで．安全を考慮した就業配慮が更にできるようになった． 

２． 運動による回復支援を行った 6 名全員が，２週間～２ケ月の運動指導により全ての

項目で元の体力、もしくはそれ以上に回復し，元の業務へ完全復帰した． 

３． 本テストは毎年健診時に実施しており，復職者の体力状態について時系列的に 

確認をすることができ，継続した支援を行うことができる． 

４． 長期休業による復職後の健康や業務に対する不安などの問題を抱えるケースもあっ

たが，体力機能の回復支援は、このような不安を聞く場ともなり，専門のスタッフや 

上司がフォローすることでメンタル的な問題を防ぐことができた． 

この GPS の

経験から学

ぶことができ

るポイント 

１． 復職時における従業員の基本的な体力機能は受傷前よりも低下していることが多

いことから，労働災害被災者や私傷病による休業者については対策が必要である． 

２． 完全に元の業務に復帰するためには，各企業の作業形態を考慮した客観的指標

による体力機能の確認、更に，回復が不十分な場合は運動指導を行う体制が必

要である． 

３． このような取り組みは，本人，主治医，所属，健康管理部門の連携はもちろん， 

人事、安全衛生部門，労働組合などの理解と協力が重要である． 
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